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関東東北産業保安監督部管内の電気事故状況 （資料２）

表１ 管内自家用電気事故件数の推移

種別 感電・アーク等に

よる死傷事故
電気火災

主要電気工作物の破

損等
波及事故 合計

平成１３年度 ４２ ２３ １５ １５９ ２３７

平成１４年度 ３３ ２０ １５ １６１ ２２９

平成１５年度 ３９ ２９ ９ １３９ ２１６

平成１６年度 １７ ４ １４ １６２ １９７

平成１７年度 ２０ ４ １４ １２７ １６５

平成１８年度 ３１ ３ １０ １４０ １８２

平成１９年度 ２２ ３ １６ １２９ １６９

平成２０年度 ３１ ２ １８ １６６ ２１７

平成２１年度 １９ ２ ２７ １１０ １５７

平成２２年度 ２７ ２ ３６ １４７ ２０７

（注）１：発電所における事故件数を含む。

２：１回の事故で２以上の事故種類にまたがる場合は、各事故種類毎に計上したが、合計では重複していない。

３：感電・アーク等による死傷事故には電気工作物の破損等による死傷事故も含む。

表２ 月別感電・アーク等による死傷事故件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

平成１７年度 １ ２ １ ４ ２ ２ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ２０

平成１８年度 ４ ３ ４ ２ ７ ３ ２ ０ ０ ０ １ ５ ３１

平成１９年度 ３ ２ ３ ３ ５ ３ １ １ ０ ０ １ ０ ２２

平成２０年度 ０ ６ ９ ４ ０ １ ２ １ １ ２ ２ ３ ３１

平成２１年度 ０ ３ ５ ２ ２ ３ ０ ２ ０ ２ ０ ０ １９

平成２２年度 ２ １ ３ ６ ５ ３ ３ ４ ０ ０ ０ ０ ２７

合計 １０ １６ ２５ ２１ ２１ １５ １０ １０ １ ６ ６ ８ １４９

表３ 月別感電による死亡事故件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

平成１７年度 ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

平成１８年度 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

平成１９年度 １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

平成２０年度 ０ ０ ２ ２ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ６

平成２１年度 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

平成２２年度 ０ ０ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ５

合計 １ ０ ４ ４ ５ １ ２ ０ ０ １ ０ ０ １８

死亡率（％） １０ ０ １６ １９ ２４ ６ ２０ ０ ０ １７ ０ ０ １２
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表４ 被害者区分による死傷事故件数

主任技術者

等

電気関係

作業者

その他の

作業者

一般従業員

等

公衆 計

平成１７年度 ２ ８ ７ １ ２ ２０

平成１８年度 ４ １５ ９ ３ ０ ３１

平成１９年度 ３ １０ ６ ３ ０ ２２

平成２０年度 ６ １７ ６ ２ ０ ３１

平成２１年度 ５ ８ ２ ３ １ １９

平成２２年度 ４ １６ ６ １ ０ ２７

合計 ２４ ７３ ３６ １３ ３ １４９

（注）１：主任技術者等とは、主任技術者及び電気保安法人の保安業務担当者及び電気管理技術者を指す。

２：電気関係作業者とは、電気保守作業員、電気工事士、電気工事補助者を指す。

３：その他作業員とは、電気関係作業者以外の作業者を指す。

４：一般従業員等とは、製造部門の工員や事務員を指す。

表５ 月別雷による波及事故件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

平成１９年度 １ ４ ４ ２ １５ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２９

平成２０年度 １ ０ ０ １０ ３８ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ ５３

平成２１年度 ０ ４ ４ ３ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １８

平成２２年度 ０ ０ ３ ３１ ２ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ４０

合計 ２ ８ １１ ４６ ６０ ６ １ １ １ ０ ０ ４ １４０

表６ 雷による波及事故があった事業場の避雷器の設置状況

図 東京における雷日数（東京管区気象台ホームページ）

ＰＡＳ内蔵
外付け（直

近）
電気室内

平成２０年度 1 0 13 39 53
平成２１年度 1 0 1 16 18
平成２２年度 1 3 14 22 40

合計 3 3 28 77 111
割合（％） 2.7 2.7 25.2 69.4

避雷器の有
無と位置

避雷器あり

避雷器なし 合計


